
（別紙）

（仮称）増毛町風力発軍事業環境影響評価方法脅に係る知事意見

本事業は、 留萌管内増毛町の約2, 617haを対象事業実施区域として、 最大50基の風車による最

大出力190,000kWの風力発電所を設置する計画である。

対象事業実施区域及びその周辺には自然度の高い植生や保安林といった重要な自然環境のまとま

りの場や暑寒別天売焼尻国定公園が存在しているほか、オジロワシなど希少鳥類の生息情報がある。

また、 対象事業実施区域には留萌市及び増毛町の水道水源の集水域が存在しているほか、 当該区域

の北側には多数の住居等が存在している。

以上を踏まえ、 事業者は次の事項に的確に対応し、 科学的根拠を明らかにした上で、本事業によ

る環境影聾を回避又は十分に低減すること。

1 総括的事項

(1)今後の風力発電設備、 変電設備、 工事用道路等の設置等、 事業の実施に伴う土地の改変箇所

等の決定、 その他の事業計画の策定に当たっては、 環境に配慮すべき区域を除外するなど、 影

響の回避を最優先に環境保全措置を検討すること。

また、 2の個別的事項の内容を十分に踏まえ、 可能な限り評価項目及び分類群ごとに複数の

専門家等の助言を得るなどしながら、 各環境要素に係る環境影聾について適切に調杏を行い、

科学的知見に基づいて予測及び評価を実施し、 その結果を事業計画に反映させること。 その過

程において、 重大な環境影響を回避又は十分低減できない場合は、 事業規模の縮小など事業計

画の見直しを行うことにより、 確実に環境影響を回避又は低減すること。

なお、 予測の不確実性の程度が大きい選定項目について環境保全措置を講ずる場合や効果に

係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合等においては、 事後調査を実施すること。

(2)本方法書では、 対象事業実施区域の設定について、 水源かん養保安林や市街地に近いエリア

の除外など環境影響の回避又は低減などの観点で、 配慮書段階の事業実施想定区域からの絞り

込みを行ったとしている。 しかし、 依然として重要な自然環境のまとまりの場である自然度の

高い植生や保安林の区域を相当程度含んでおり、 こうした区域の改変によって重大な影響を及

ぼすおそれがある。 それにもかかわらず、 事業性の観点から、 事業実施想定区域の東側の保安

林を新たに対象事業実施区域に追加し、 また、 風車の基数や最大出力を配慮書段階より増加さ

せている。

このため、今後の事業計画の検討に当たっては、 対象事業実施区域から重要な自然環境のま

とまりの場を除外するなど事業規模の縮小も含め、 環境面に配慮した更なる絞り込みを行うと

ともに、準備書の作成に当たっては、絞り込み等の過程を理由を含めて具体的に記載することC

(3)インタ ーネットによる図書の公表に当たっては、 広く環境の保全の観点からの意見を求めら

れるよう、 印刷可能な状態にすることや、 法に基づく縦覧期間終了後も継続して公表しておく

ことなどにより、 利便性の向上に努めること。

また、今後の手続きに当たっては、 住民及び関係団体等への積極的な情報提供や説明などに

より、 相互理解の促進に努めること。
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